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Ⅰ. 緒 言

私は本 研 究 第 一 篇 に於 て,日 本 住血 吸虫

(以下 日虫)虫 体,日 虫 セル カ リア及び 日虫

成熟虫卵を包蔵する虫卵結節凝固壊死物質の

三者 より各種抗元を製 り,日 虫症発生地,無

発生地の中小学校生徒について皮内注射を行

ひ,そ の反応を験 した結果,こ れ等三者のエ

ーテル,ク ロロフォルム層除去後 の残渣の水

溶質は,両 地生徒間に明に程度的 に差異のあ

る反応を起 し得 ることを確め得たが,就 中虫

卵結節 より得た抗元には,日 虫症 に対 して,

日虫々体 より得た抗元に よる反応 以上に特異

性が期待されることを報告 した.

今回は該壊死物質をアセ トンで脱水乾燥 し,

更にエーテル,ク ロロフォル ム可溶性物質を

充分に除去 した ところの0.5%石 炭酸加1000

倍 生 理 的 食 塩 水溶液 を以て,日 虫卵排泄者

群,日 虫既往感染者群及び本症無病地住者群

について皮内反応を検 し,本 反応(ER)の 判

定基準を決め,その 陽性率並に無発病住者群

の一部には,今 日まで多数報告 された この種

皮内反応の内で,非 特異性反応の最 も低率を

示 した 日虫々体成分を以てする所謂 シス ト反

応(SR)及 びERを 同時に 試 験 し,こ の両

者 の非特異性反応の発現率を比較 して,本 反

応(ER)は 従来の方法に比 し非特異性反応僅

少で,日 虫の感染乃至寄生に対 して特異性反

応の高度に発現する ことを立証 し得 た.

Ⅱ. 抗 元 の 製 法

第一篇の研究で虫卵結節壊死物質は内に無

数の成熟虫卵を包蔵するが,単 に該虫卵 のみ

な らず虫卵外壊 死物質中に も特異反応を発現

する抗元の存在す ることが判明 し,又 本反応

の 抗元は水溶性である ことが知 られたので,

該壊死物質をアセ トンで脱水乾燥 し滅菌乳鉢

で充分に粉砕微細粉状 とし,精 密天秤 で正確

に秤量 した ものを第一篇記載同様 にエーテル

及び クロヽホル ムで操作 し,そ の残渣 に水を

加 え1時 間あて1日3回 振盪後1分 間3000廻

転30分 間電 機遠心器にかけて上澄液を採 る.

この ものを分液漏斗を用いて更にエーテル,

クロ ヽホル ムで これ等の可溶性物質を除去 し,

 56℃ 60分 間連続3日 間間歇 滅菌 した後滅菌

水で1000倍 に稀釈 した ものに滅 菌 食 塩を加

えて1000倍 生理的食塩水溶液 とし, 0.5%の

割 に石炭酸を加 えて氷室に貯 えた.

尚シス ト反応用の抗元は第一篇の研究で雌

よ りも雄 虫体の方が好成績を示 したので,数

頭の人工感染家兎門脈中 より採取 した新鮮な

成熟雄虫体を 食塩水で数回最後に滅菌水で洗

滌 し,ア セ トンで脱水乾燥 した後乳鉢で磨砕

し秤 量した ものを,以 後 虫卵結節の場合 と同

様にエーテル,ク ロヽホル ムで操作 し, 0.5

%石 炭酸加2000倍 生理的食塩水溶液 として使

用 した.

Ⅲ. 被 検 者

A) 日虫々卵排 泄者群, 24例

試験当時本虫卵陽性者で,男 性17例,女 性

7例;年 令は3～63才,そ の内10才 未満

2例, 20才 未満6例, 20才 以上14例 である.

又症状に より分類す ると,急 性症9例,亜

急性症5例,慢 性症4例,無 自覚症6例 で,

糞便検査の結果本 虫卵のみ陽性者は15例,残

り9例 は他 の寄生虫卵を合併 していた.

B) 日虫既往感染者群, 19例
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試験当時は本虫卵陰性であつたが,以 前確

実に本症を経過 した者で,内9例 は曽て私 自

身検便 して本虫卵を認めた ものである.男 性

8例,女 性11例;年 令は13～61才,そ の内

20才 未満5例, 20才 以上14例 である.検 便成

績は寄生虫卵陰性 者8例,他 は蛔虫,鈎 虫卵

を見た.

c) 日虫症無病地住者群, 64例

本症無発生地居住者で,検 便の結果 日虫卵

陰性で,肝 脾肥大な く,勿 論本症の既往歴を

有 しない ものである.

1) 日虫症無病地(広 島)住 者群, 24例,

本群は広島県芦品郡駅家町,宜 山村西部居

住者を対象 とし,男 性女性各12例;年 令は

12～61才,そ の内20才 未満4例, 20才 以上

20例 であ る.検 便成績に6例 に蛔 虫卵, 5例

に鈎虫卵 を見た.

2) 日虫症無病地(岡 山)住 者群, 40例,

本群は国立岡山病院入院患者を対象 とした

もので,男 性13例,女 性27例;年 令は18～

60才,そ の内20才 未満は2例, 20才 以上38

例である.病 名別に分類す ると,肺 結核症19

例,結 核性胸膜炎2例,結 核性腹膜炎3例,

コレステ リン性腹膜炎1例,消 化管潰瘍6例,

肺壊疸,糖 尿病各2例,偏 頭痛,脊 椎 カ リヱ

ス,鈎 虫症,悪 性貧血,肝 腫瘍各1例 である.

検便成績は蛔虫卵 を8例,鈎 虫卵を2例 に見

た.

Ⅳ. 試 験 方 法

抗元0.1ccを1/5針 ツベル クリン用注射器

を以て被検者の前腕内側皮内に,対 照 として

0.5%石 炭酸加生理的食塩水を同量同様にし

て反対側対称位置に注射 し,シ ス ト反応(SR)

を も併試 した場合は,後 者の約5cm下 方に

注射 して, 30分 後に硬結及び発赤 の直径を縦

横夫 々mmで 測定 した.

集計にあたつては,そ れ等 の縦横径の平均

値を求め,硬 結は例へば9mm以 上10mm未

満は9mmと して,又 発赤は0乃 至6mm未 満,

6乃 至11mm未 満 以下同様 に区分 した.

尚対照反応に於 て,発 赤21mm以 上を示し

た者は除外 した.

Ⅴ. 日虫 々卵結節成分 による皮内反応

(ER)の 成績

1) ERの 硬結(附 表第1,第2;附 図

第1,第2参 照)

虫卵排泄者群及び既往感染者群のERの 硬

結の直径と,対 照反応 のそれは附表第1,附

図第1の 示す通 り, ERの 硬結は虫卵排泄者

群,既 往感染者群共に9mm以 上で,虫 卵排

泄者及び既往感染者群では13mm, 14mmが

最 も多 く夫 々19%を 占め,最 高は20mmで あ

る.硬 結の程度は虫卵排泄者群 よ りも,既 往

感染者群の方が稍 々著明であ る.

対照反応 の丘疹の大 さは,虫 卵排泄者群,

既往感染者群間に特記すべ き差異は な く,大

部分8mm以 下 で あるが, 9mm以 上の もの

が12%で,最 高は11mmで ある. 9～11mm

の値を虫卵排泄者及び既往感染者群のER硬

結が 占める率は23.7%で ある.

虫卵排泄者及び既往感染者群 と無病地住者

群 間のER硬 結の大 さの比較は,附 表第2,

附図第2の 通 り,こ の両者間の差 異は明瞭で

あるが,無 病地住者群 中9mm以 上の大 さの

占める率は27,4%に 達 し,最 高は12mmで,

両者を通 じ9～12mmの 間を 占 め る 割 合 は

30%に 近い.

2) ERの 発赤(附 表第3,第4;附 図

第3～ 第5参 照)

虫卵排泄者群,既 往感染者群 のERと 対照

反応の発赤の大 さは附 表第3の 如 くで,対 照

反 応 の大 部 分(91,4%)は0で 又11mm以

上の ものはない.

虫卵排泄者群 と既往感染者群共にERの 発

赤 の 直 径 は21mm以 上で,前 者では31～36

mm未 満が 最 も多 く26.1%を,後 者では26

～31mm未 満, 31～36mm未 満, 46～51mm

未満 が多 く,夫 々21.0%を 占めている.

両者を比較す ると,既 往感染者群が稍 々反

応の程度が強 く, 41mm以 上では約10%の 差

がある.

然 し全体の平均値は 虫卵排泄者群36.1mm,
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既往感染者群38.1mmで 大差ない.

無病地住者群について見る と,附 表第4の

如 く,対 照反応で11mm以 上のものはな く,

ERの 発赤が11mm以 上を示 した ものは,無

病地(広 島)住 者群に1例(4.3%),無 病地

(岡山)住 者群に3例(6.6%)で,前 者の1

例は16～21mm未 満,後 者の3例 中2例 は11

～16mm未 満,他 の1例 は21～26mm未 満

の区分に属する.い ま,虫 卵排泄者及び既往

感染者群 と無病地住者群の発赤の直径を各区

分毎に百分率で図に示す と,附 図第3の 通 り

で,又 虫卵排泄者群 と無病地(広 島)住 者群

及び対称 の最 も判然 とした虫卵排泄者群 と無

病地(岡 山)住 者群 とのそれは,附 図第4及

び第5の 如 くである.

Ⅵ. ER判 定 基 準

1) 硬結の大さ(附 図第2参 照).

虫卵排泄者及び既住感染者群 と無病地住者

群では明かにその程度に差異が認め られ,前

者に著明であるが, 9～12mmの 間では約30

%が 判定困雑である.

然 し,皮 内注射直後の外傷性丘疹の大 さは

7～8mmで あるか ら,虫 卵排泄者及び既往感

染者群に於て, ERの 硬結が総 て9mm以 上

であることは意味のあることで,硬 結の大 さ

9mm以 上なることをER陽 性判定の一基準

と考へ る.

2) 発赤の大 さ(附 囲第3,第4,第5

参 照)

発赤の測定は硬結に比し容易で,且 つ数値

が大 きいために誤差 も少 く,反 応判定上の確

率度が高い.

虫卵排泄者群 と無病地(広 島)住 者群又は

無病地(岡 山)住 者群,或 は虫卵排泄者及び

既往感染者群 と無病地住 者群を比較 しても,

その差異は顕著で,虫 卵排泄者群,既 往感染

者群共に21mm以 上で最高は前者で50mm,

後者で60mmに 達 した ものがあ る.

無病地(岡 山)住 者群で21mm以 上の もの

は1例(2.6%)で,無 病地住者群について

見ると, 62例 中1例(1.6%)と な り,16～

21mm未 満は無病地(岡 山)住 者群に0,無 病

地(広 島)住 者群に1例(4.3%)で,無 病

地住者群全体について見ると, 1.6%と なる.

従つて,私 は本反応(ER)陽 性 の基 準 を

発赤については21mm以 上 とし, 16～21mm

未満 を疑陽 性 とす るのが 安 当 であ ると考へ

る.

以上要約 してERの 判定は, 1000倍 液0.1

cc皮 内注射後30分 に於て行ひ,対 照反応 と

比較 して,次 の如 く分類 され る.

陽性反応:硬 結 の直径が9mm以 上で,発

赤を伴い,発 赤の直径21mm以 上あつて,

対照反応は現われないか,或 は丘疹を認

めるが周囲に12mm以 上の発赤を伴わな

い場合.

疑陽性友応:硬 結の直径9mm以 上で発赤

を伴い,発 赤の直 径16mm以 上21mm

未満で,対 照反応は前 と同 じ,或 は本反

応 の発赤の直径21mm以 上 あ る が 硬 結

の直径9mm未 満で,対 照反応は前 と同

じ場合.

陰性反応:硬 結 のない場合,又 は硬結は

あるが発赤を伴わないか,発 赤の直径16

mm未 満 の場合.

〔註〕　抗元反応は前記陽性反応に該当 しても,

対照反応が同時に著明な反応を呈する場合は,

僞反応と見做す.

Ⅶ. ERの 臨床的応用

a) 陽性転化

虫卵排泄者群中1例 は本症急性症の典型的

発熱以来17日,他 は20日 後に行つ たERは

共に陰性であつたが,夫 々更に20日, 6日 後

には陽性を示した2例 を経験 した.前 者 は広

島県深安郡御幸村 の3才 男児で,生 来初めて

(昭和26年6月16日)約10分 間水田に入つて

お り(か ぶれがひどいので親が慌 てゝ 家につ

れ帰つた),以 後感染 の機会 な く, 34日 後発

熱 し70日 後陽性反応を認めた.後 者(同 村6

才男児)の 陽性 反応を これに倣つて計算する

と59日 となる.

b) ERの 陽性率(附 表第3～ 第5;附
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図第3,第6参 照)

虫卵排泄者群,既 往 感 染者 群 で は 夫 々,

100%陽 性であ るが,未 感染 と考へ られ る無

病地(岡 山)住 者群に1例(2.6%)の 陽性

者,無 病地(広 島)住 者群 に1例(4.3%)

の疑陽性者がある.

無病 地 住 者 群全体 として見るな らば, ER

の陽性者,疑 陽性者各1例 で,そ の率は夫 々

1.6%に 相当する.

未感染 と考へ られる者に現われ るこの非特

異性反応が, ERと シス ト反応(SR)と いづ

れが多いかを知 るために,無 病地(岡 山)住

者群に対 して両者 の抗元各0.1ccを 同時に皮

内注射 し, 30分 後の成績を比較 した.そ の結

果は 附 表 第5,附 図 第6の 示す通 り,反 応

の硬結,発 赤共にSRの 方 が 強 く,本 反 応

(ER)の 判定基準に従へば,被 検者39例 中反

応陽性者はERで1例(2.6%), SRで は4

例(10.31%)で,非 特 異性 反 応 は 明にSR

よ り少い.

c) 各種疾患 とER

国立 岡山病院入 院 患 者39例 について見る

と,肺 結核症19例,消 化管潰瘍6例,肺 壊疸

2例,糖 尿病2例 及び脊椎 カ リエス,偏 頭痛,

鈎 虫症,悪 性貧血 の各1例 は全て陰性で,胸

膜炎,腹 膜炎6例 中結核性の5例 は陰性,コ

レステ リン性腹膜炎の1例 に陽性を認めた.

因に, SRで 陽性を示 した ものは,腹 膜炎

3例(結 核性2例,コ レステ リン性1例),肺

結核症1例 の計4例 であつた.

又,無 病地住者群全体 として寄生虫卵保有

者 は,蛔 虫卵の14例,鈎 虫卵 の7例,計21

例であつたが, ERは いづれ も陰性であつた.

Ⅷ. 総 括 及 び 考 按

私は 日虫虫卵結節壊死物質をアセ トンを用

いて脱水乾燥 した後磨 砕し,更 にエーテル,

クロロフォル ム溶質を除去 した残渣 の水溶質

よ り0.5%石 炭酸加1000倍 生理的食塩水溶液

を製 り,こ れを以て 日虫卵排泄者群24例,日

虫既感染者群19例,無 病地住者群64例 〔内

広 島県芦品 郡居住者群24例,国 立岡山病院入

院患者を対称 とした岡山県下居住者群40例〕

に皮内反応を検 し,本 反応(ER)の 判 定 基

準を決定 した後,前 章 に 於てERの 臨床的

応用事項を記述 して来たが,茲 に これを総括

し併せて若干 の私見を述べ ようと思ふ.

ERの 陽性転化

私は初感染者 と考へ られる2例 を経験 した

が, ERの 陽性転化 までに要 した 日数は夫 々.

70日, 59日 であつた.

この陽性転化 までの 日数は,森 田11)等の 日

虫 々体 よ り得た抗元に よる皮内反応 の実験で

計出された60日 と略 々一致 している.

ERの 特異性

ERは 虫卵排泄者及び既往感染者群では,

夫 々100%陽 性反応 を呈 したが,未 感染 と考

へ られる無病地住者 群では陽性反応,疑 陽性

反応を認めた ものは各1.6%に 過 ぎない.

この成績は井 上7)等 の日虫症患者 の88%,

日虫症治癒者 の86.7%の 陽性率及び所謂類属

反応の発現率11.7%,又 森田11)等の日虫卵排

泄者94%,非 感染者4%の 陽 性 率,或 は秋

貞12)等の91.4%, Pesigan35)等 の90.78%の

陽性率に比 し,一 層高率である.

非特異性反応については,井 上8)等 がその

後,私 が採用 した製 法に よ り, 0.6%の 発現

率に減少 した と報告 してい るのが最低である.

依つて,井 上等 のSRと 本反応ERに 於け

る非特異性反応の発現率を,未 感染 と考へ ら

れ る無病地(岡 山)住 者群39例 について比較

す ると, SRは4例(10.3%)で あるに対 し,

 ERは1例(2.6%)に 過 ぎない.即, ERの

方が非特異性反応は遙は少 い.

以上 の成績 より, ERは 今 日まで報告 され

た どの抗元 よ りも,日 虫の感染乃至寄 生に対

して一層高度の特 異性 を有す る.

従来,日 虫症の皮内反応用抗元材料 として

は,主 として虫体が使用 されたが, 1951年 に

至 り,虫 体以外にPesigau35)等 が 日虫セル カ

リアを,又 秋貞12)等が人工感染家兎 の肝臓を

使用 した.然 し,私 は 日虫症の臨床症状並に

病理解剖 的変化 よ り,本 症 の皮内反応 には虫

卵を抗元材料 とするのが合理的であ ると考へ,
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成熟虫卵を包蔵す る虫卵結節壊死物質を選ん

で,こ れを使用 した.

従つて,前 に述べた如 く日虫症に於ける本

反応(ER)の 高度 の特異性は,本 研究第一篇

に於て立証した如 く,日 虫卵成分 の優秀な抗

元性によるのみな らず,虫 卵内容を含まない

該壊死物質 中に も本症に対 して特異反応を呈

す る抗元の存在する こと,又 虫卵及び該虫卵

に基因する壊死物質は,こ れ等の合作に より,

 Caveliti36)の説える複合 自己 抗 元 として,単

一抗元には見 られない特別な意義を有するこ

とに よるもの と考へ られ る.

各種疾患 とER

国立管岡山病院入院患者 中,肺 結 核 症19

例,消 化管潰瘍6例,腹 膜炎4例(内 結核性

3例,コ ステ リン性1例),結 核性胸膜炎,肺

壊疸糖尿病各2例,偏 頭痛,脊 椎カ リエス,

鈎虫症,悪 性貧血各1例 計39例 について検 し

たERの 陽性者は,コ レステ リン性腹膜炎の

1例 であつた.

又, ERの 類属反応 の有無 を知るために,

無病地住者群62例 について腸管内寄生虫卵保

有者21例 のERの 成績を見ると,蛔 虫卵保

有者14例,鈎 虫卵保有者7例 ともに陰性であ

つた.

井上34)等は 日虫以外の腸内寄生虫々卵保有

者 と虫卵陰性者 との類属反応は後者に陽性率

高 く,鈎 虫卵,鞭 虫卵等を証明した者では殆

ど類属反応を認めなかつた のに,蛔 虫卵保有

者には これを認め た と述べ, Pesigan35)等 は

蛔虫,鞭 虫,鈎 虫,フ ヰ ラリア及び肺ヂス ト

マの寄生は非特異性反応を招来 しなかつた と

報告 してい る.

私の成績で も,蛔 虫,鈎 虫の寄生者にER

の陽性 を示 した ものは,日 虫症無病地住者群

中には見 出 されない.寧 ろ,こ の 非 特 異 性

反応は炎症性疾患 と関係ある ものの如 くで,

 ERの1例, SRの4例 中3例 までが腹 膜 炎

患者(被 検者数4例)に 発現 した ことは注 目

に値する.

Ⅸ. 結 論

1. 日本住血吸虫(日 虫)虫 卵結節壊死物

質を以てす る皮内反応 の判定は,対 照反応 と

比較し, 1000倍 液0.1ccを 使 用 した 場 合は,

皮内注射後30分 に於ける硬結 の直径が9mm

以上に して発赤を伴い,発 赤の直径が21mm

以上なるを陽性 とす る.

2. 日虫卵排泄者24例,日 虫既往感染者19

例 中対照反応著明で偽反応を呈 した1例 を除

いて,日 虫卵結節壊死物質を以てする皮 内反

応の陽性者42例(100%)で あつた.

3. 日虫未感染 と考へ られ る無病地住者群

64例 中偽反応を呈 した2例 を除いて,本 反応

の陽性者は1例(1.6%)に 過ぎなかつた.

4. 日虫未感染 と考へ られ る無病地(岡 山)

住者群40例 についての 日虫々卵結 節壊死物質

を以てす る皮内反応(ER)と 日虫 々体 成 分

を以てす る反応(シ ス ト反応, SR)の 比較は,

偽反応を呈 した1例 を除いて, 39例 中陽性者

は, ERに1例(2.6%), SRに4例(10 .3

%)で,明 かに非特異性反応が少い.

5. 日虫 々卵結節壊死物質を 以てする皮内

反応 は,日 虫感染乃至寄生者に対する特異性

反応で,従 来の方法に比 し,そ の発現率が高

度で,し か も非特異性 反応が少い,

(本論文の要旨は第21回 日本寄生虫学会総会に於

て報告した)

稿を終るに臨み絡始御懇篤なる御指導と御校閲を

賜った恩師田部浩教授に深甚の謝意を捧げると共に,

本研究遂行に多大の御援助を下 された小田琢三助教

授並に便宜を与へられた国立岡山病院に衷心より感

謝の意を表す.
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附表第3　 日虫卵排泄者群及び日虫既往感染者群に於ける本反応(ER)の 発赤の大さ

〔 〕内は対照反応 も著明な者の数 を示す

附表第4　 日虫症無病地(広 島)住 者群及び同無病地(岡 山)住 者群に

於ける本反応(ER)の 発赤の大さ

〔 〕内は対照反応 も著明な者の数を示す

附表第5　 日虫症無病地(岡 山)住 者群の同一人に対す る本 反応(ER)

並 にシス ト反応(SR)の 成績比較

〔 〕内は対照反応も著明な者の数を示す
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附 図 第1

日虫卵排泄者群と日虫既往感染者群に於け

る本反応(ER)の 硬結　度数(%)分 布図

附 図 第2

日虫卵排泄者群及び日虫既往感染者群 日虫

症無病地住 者群に於ける本反応(ER)の

硬結の大さ比較図

附 図 第3

日虫卵排泄者群及び日虫既往感染者群日虫

症無病地住者群に於ける本反応(ER)の 発

赤の大さ比較図　度数(%)分 布図

附 図 第4

日虫卵排泄者群 と日虫症無病地(広 島)

住者群に於ける本反応(ER)の 発赤の

大 さ度数分布図
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附 図 第5

日虫卵排泄者群と日虫症無病地(岡 山)

住者群に於げ る本反応(ER)の 発赤の

大さ比較図,度 数(%)分 布図

附 図 第6

日虫症無病地(岡 山)住 者群(39例)に 於け る

本反応(ER)及 びシス ト反応(SR)の 発赤 の

大さ比較図度数(%)分 布図

附 圖(写 真)説 明

Fig. 1.　 日虫卵排 泄者.岩○ 大○　 61才　 男

ER: 55×65 (33×17)　 対 照反 応(-)

Fig. 2.　 日虫初感 染者.渡○ 勝○　 3才　 男

ER: 28×34 (9×9)　 対 照反応(-)　 初 感 染後70日 経 過 して陽性 轉化

第1図 第2図


